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PNS下における新人看護師のスキルの評価のための
方法導入の効果
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体制である。A 病院においても PNS を導入して 4 年が
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2.調査対象：B 病棟看護師（2 年目以上）30 名 
3.介入方法：以下の 5 つの情報共有ツールを用いた介入
方法を実施し、その後アンケート調査を行った。 




















＊介入期間：平成 27 年 3 月～平成 28 年 3 月 
＊介入に関するアンケート調査：平成 27 年 7 月と平成 27



























  対象としていた 30 名すべての看護師から回答が
得られた（回答率 100%）。調査対象者より抽出され
た 5 つの介入に対するメリット・デメリットを表 1
に示す。 
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2）勉強会 指導についての意識が高まる 研修の負担が疲労につながる 
指導方法の振り返りの場となる 研修内容と現実とのギャップがある 
指導への不安の解消となる  
指導方法の統一ができる  
指導について情報共有の場になる  
新人の傾向を知ることができる  
3）目標の達成度 
の設定 
目標があることで指導しやすい 達成することだけを重要視してしまう 
個人のペースに合わせた目標を立てる 
ことができる 
個別性を反映しにくい 
 
新たな課題を見だすことができる モチベーション低下のリスク 
4）目標・達成度 
の掲示 
病棟全体への周知につながる 比較することで自分の力量を自覚する可能性 
振り返りやすい  
5）病棟独自の 
チェックリスト 
病棟のオリジナリティがある チェックに時間を要する 
一目で経験の把握ができる  
